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中性子捕獲断面積測定の不確かさ要因を明らかにすることを目的として、KURRI-LINAC パルス中性子源を用いて

TOFスペクトル中の時間依存バックグラウンドの評価法について検討を行った。共鳴フィルターを用いた測定と試

料を置かない測定によって時間依存バックグラウンドを評価したところ、両手法による評価結果の間には有意な差

が観測された。モンテカルロシミュレーションによる計算を行った結果、軽水モデレータ内で発生した中性子捕獲

ガンマ線の試料による散乱影響を考慮することで、両手法の評価結果の差を説明できることが分かった。 

キーワード：中性子捕獲断面積測定，時間依存バックグラウンド，モンテカルロシミュレーション 

 

1. 緒言 TOF法を用いた中性子捕獲断面積測定の不確かさ要因の一つとして、TOFスペクトル中の時間依存バック

グラウンドの決定に伴う系統誤差がある。時間依存バックグラウンドの主な評価法には、共鳴フィルターを用いた

ノッチフィルター法と、試料を置かない測定から評価する方法がある。前者は大きな共鳴をもつ試料を TOFビーム

中に挿入することによって、その共鳴域で中性子ビームを black out することで、特定のエネルギー点でのバック

グラウンドを求める方法である。後者は試料起因ではない時間依存バックグラウンドを連続的なスペクトルとして

求める方法である。両者の評価結果が一致しない場合は原因を明らかにする必要がある。 

2. 実験 KURRI-LINACにおいて時間依存バックグラウンド評価のための実験を行った。中性子モデレータにはパッ

クマン型と呼ばれる八角形の軽水モデレータ（高さ 30cm, 厚さ 10cm）を用いた。測定試料は中性子源から 12.7m

の位置に設置した。試料からのガンマ線測定には 12 個のシンチレータから成る全吸収型 BGO 検出器を用いた。

In(1.46eV)、Ag(5.19eV)、Co(132eV)、Mn(336eV,2.37keV)を重ね合わせた共鳴フィルターは、試料より上流側の TOF

ビーム中に挿入した。測定試料として 10B を用いた場合のバックグラウンド測定として、共鳴フィルターを挿入し

て試料を置いた場合の測定と試料を置かない測定（blank測定）を行った。 

3. 結果・考察 実験結果を図 1 に示す。1.46eVと 5.19eV では共鳴の dipの計数率は blank測定の計数率と良く一

致しているが、100eV 以上のエネルギー領域では、blank 測定の結

果はバックグラウンドを～10%程度過小に評価する結果となった。

試料によって散乱されたガンマ線成分が不一致の原因であると考

え、軽水モデレータ内での中性子減速、吸収に伴って発生する捕獲

ガンマ線の時間挙動を PHITS(Particle and Heavy Ion Transport 

Code System)[1]を用いたモンテカルロシミュレーション計算によ

り評価したところ、ガンマ線散乱成分を考慮することでノッチフィ

ルター法による評価結果と良い一致を示した。 
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